
紛二第　巻四十二第

　號五十七百＝第
　行｛幾臼一一月，：二年四十和昭

i實
i践

i的
iの

i意
i味
妥丞

肇琶

由

良

哲

次

カ
ン
ト
の
先
天
総
合
剣
断
の
最
高
原
意
に
つ
い
て
（
承
前
）

…
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
文
難
士
大
西
友

太

i驚
i二
i
讐
i偶

i篠

内部學文學大國帯都東

　會學三都京

簿
総

．
寸
轡

鐸÷

黛

A
大
蕉
五
年
四
薄
山
ハ
裁
第
∴
轟
種
郵
便
物
認
可
）
昭
瀦
十
悶
門
年
　
　
一
　
擢
二
親
五
無
印
醐
欄
緬
脚
本
八
毎
・
月
一
闘
一
U
搬
行
）



纂
｝
條
、

第
二
線

銀
三
條

　
　
一
、

　
　
一
、

　
　
一
、

第
一
條

錦
五
條

　
　
一
、

墓
都
哲
學
會
規
則

　
　
｝
、

第
六
條

　
學
校
、

　
か
コ
㍗
ヲ
得

第
し
て
條
　
　
愉
5
4
員
ハ
奮
5
4
覇
猟
ト
・
シ
ー
ア
偏
牛
五
齪
、
　
轟
鋤
後
二
糊
廻
二
分
チ
テ
轟
嗣
紬
…
ス
ベ
キ

　
屯
ノ
ト
ス

第
八
條
　
倉
員
脚
本
會
ノ
議
種
ノ
會
倉
二
出
席
ス
ル
噴
㍗
ヲ
得
、
旦
ソ
難
誌

　
『
哲
學
研
究
』
ノ
酬
布
ヲ
受
ク

第
九
條
　
本
論
規
剣
ノ
改
正
平
更
ハ
委
員
愈
ノ
決
議
二
依
ル

本
禽
ブ
京
都
哲
錨
禽
ト
穂
ス

本
禽
ハ
麿
、
弱
∴
於
ケ
菜
篭
學
ノ
研
究
及
其
薯
及
ヅ
以
テ
ロ
的
ト
ス

本
田
ハ
衝
條
ノ
疑
的
ヅ
濡
セ
ン
が
爲
メ
左
ノ
事
業
ソ
行
フ

侮
擁
一
圓
厩
究
禽
ヅ
開
ク

毎
年
公
開
講
演
禽
ヲ
開
ク

侮
刃
｝
圓
哲
學
研
賀
ヲ
雲
行
ス

本
會
事
務
所
ソ
京
都
帝
國
火
學
丈
學
部
内
二
嶽
ク

本
奪
ノ
事
業
ソ
綻
欝
ス
ル
儒
メ
ェ
左
ノ
役
員
ヲ
置
ク

委
員
（
若
干
名
）
京
都
帝
國
大
學
丈
學
部
哲
攣
科
教
官
及
委
鐵
會
瓢

於
テ
推
溝
槻
シ
タ
ル
看
ブ
M
以
皿
ア
之
二
論
允
ソ

書
記
（
　
名
）
委
員
禽
工
於
テ
嚇
託
ス

本
禽
ノ
趣
旨
畿
賛
同
ス
ル
者
ハ
何
人
ニ
テ
壁
禽
員
タ
ル
づ
ト
ヲ
得

闘
書
館
、
教
育
倉
、
其
他
ノ
囲
懲
ハ
其
酬
髄
ノ
名
ソ
以
テ
入
愈
ス

委

築
盛
博
士

丈
學
博
ま

丈
學
士

丈
學
博
士

丈
學
博
ま

文
學
士

影
野
士

丈
離
簿
士

丈
學
博
士

員

丈
學
博
士

丈
學
ま

丈
論
士

丈
學
博
士

丈
學
博
士

二
三
士

山本心服弱電西田逆木高小植上臼天

内田松部漢上谷
　　　英　　邊
得義眞次了俊零

墨村山島田野駈野

周素岩繍壽照二貞

京
都
哲
學
會
役
員

立英一郎二夫二元二二男三三二三肺



201

…
○

疑　　世
へ　　界
な　　像
い　　 の

あ　素

．
丈
學
士

ギ

i
試
論
・

：
丈
學

普
遍
學
と
し
て
の
数
學
の
成
立
・

文
學
士

山　　土　　下
田　非　村
　　虎　　寅
次　賀　太
郎　　壽　　郎



廣
告
料

障定糎規文頭
　一一1一．
十　一N

　
　
鰻
｝
金
颯
捨
五
銭
　
金
．
萱
銭
五
厘

燐
ぺ
鋳
金
）
｝
金
武
織
七
拾
銭
一
不
　

串
　

受

燗
（
生
金
）
…
金
五
隅
四
拾
藪
　
不
．
　
申
　

受

欝
金
滲
捨
職
　
轟
轟
ハ
取
扱
不
申

冊、　◇　　◇　◇　◇

　　　　　　　　　1
　下特にヨ振れ本内倉i
　蒲整欝灘楚！
　撲求候一書候卿版あi
数候X欝熱劉
　　領　京御、は糠るi

宛讐蒸懇到｝
　　鴛三擦課誘i
　　要　番：は　金御御i

前業藤難鞠
　　　　禺　　1　　　、
　　は　版都　金れ麟！
郵｛勤茎為覆翻

　　銭　式一　蓬　す1
　　御　嘗番　 り　る
　　逡　二大　下　件1
税／琶捌口さは｝
　　　　　　　　　｝

鴻 功

欝舞縮羅麟編脚

合　1｛京前さび口県

、
本
鼻
八
入
人
賀
霧
望
・

　
株
式
金
玉
内
京
射
鯉

　
ア
リ
）
脚
納
付
ノ

、
倉
越
；
テ
韓
穏
入

　
有
ト
貝
反
p
甜
塞
・

　
　
タ
く
ゑ
ほ
ゑ
み
を

、
禽
費
ハ
娠
巷
q
鷹

　
守
祉
内
京
幾
営
學

、
繭
金
切
レ
ノ
場
膏

　
脚
付
涯
ユ
劉
挿
込

、
本
儲
ノ
編
軌
二
聞

　
凡
テ
本
倉
宛
テ
重

過職難1糠…

一著窪窪lli

一畳雲麟如
　　i難　歎　印被ノ學
　　誌　 ス　刷下亭

會筆韓壮士

誹i
熱i
饗職

　　1

　　壷　　塞

　　所　竺
　　　　　ぷ
緬灸彙遷
都戸阪．∫京　王
）））　　）　　烈
　　　　　1綴
大實賓北實需

証文文隆丈難

事館館館館葎

　　　　　南
大川盛⊥：東入

盛臆見京界
　めサ

祉店館屋堂出
　　　　　願ξ
　　　　　諄P　　参陣　　　　　腸璽1
　　蒼海甕
　　祉寸歩

行
所
　
　
　
　
京
都
市
下
京
輝

　
　
　
　
西
洞
院
七
條
粥

内
外
出
版
印
刷

　
　
　
　
　
京
都
＝

　
掘
替
d
座
央
阪
コ

　
　
　
　
　
観
点
篇

製複許不

載韓禁

九九九オ・；Jk　渦

＝＝＝鱗

茎

捌

所

印

綱

渡右　編
行事韓
者春　蔚

舞岡

獣鯨撚次學内二孝
盤醗　町　　町　　　　　　　　四
，砒　　　　　　　　　　　 開巻

二
百
七

京
都
冬
鳥

　
　
京

　
　
服

　
　
須

一一一 ¥沓雷番凹凹間隔災衛莫二郎會

昭昭
和装

十十
四四
年年

月Jl
mu：li一

ヲ£

口口

印

刷

嚢納
有本

第

百



三二二二集作著1・ンカ

武
田
信
一

佐
藤
信
衛
課

上
野
直
昭

カ
ン
ト
の
粥
剣
上
製
三
六
二
頁

薯
一
作
僚
躍
σ
定
償
三
・
O
O
逡
恥
二
一

本
霧
は
主
と
し
て
カ
ン
塾
の
所
謂
挽
判
前
期
に
嫁
す
る
小
論
文
を
浄
め
弛
も
の
で
あ
る
。
邸
ち
彼
が
美
や
崇
高
の
感
惰
性
を

美
質
や
倫
理
墨
や
人
類
撃
や
民
族
墨
な
ど
廣
汎
な
る
見
地
か
ら
寧
ろ
維
験
的
に
親
興
せ
る
「
美
と
豪
高
と
の
感
惰
性
に
闘
す

る
槻
察
し
（
一
七
六
四
年
）
、
彼
の
哲
墨
的
方
法
に
圏
す
る
長
い
思
索
の
出
獲
黙
を
示
し
且
つ
輝
か
し
い
敏
授
生
活
の
第
一
歩

を
紀
念
せ
る
「
形
而
上
畢
的
認
識
第
一
原
理
の
薪
解
羅
」
（
一
七
五
五
年
）
、
薦
來
の
ブ
リ
ス
㍗
テ
ン
ス
・
ス
コ
ラ
論
理
學
を
挑

詐
せ
る
コ
ニ
段
論
法
に
四
絡
を
分
け
る
の
は
精
し
過
ぎ
弛
謬
で
あ
る
こ
と
し
（
一
七
六
工
年
）
「
海
量
の
考
を
哲
畢
に
懸
鼻
す
る

試
み
」
（
一
七
六
三
年
）
の
他
「
思
考
の
方
角
を
定
め
る
と
は
」
（
一
七
八
六
年
）
を
牧
め
、
各
篇
は
カ
ン
ト
の
思
想
の
展
開
の

上
に
璽
要
な
る
意
義
を
有
す
る
は
勿
論
、
彼
の
多
方
面
に
於
け
る
豊
か
な
墨
識
の
成
果
と
し
て
味
讃
す
べ
き
丈
獄
で
あ
る
。

．
嚢
紡
ω
勲
純
鐘
獲
麟
嚢
㌘
齢
灘
儲
蓄
賢
薯
學
原
論
寛
喜
講
曹
整
脈
吏
考
蓬
．
嵩
．
噌

謡
鐙
⑥
勲
言
レ
亨
轟
轟
、
華
墨
銑
諜
蓬
認
臓
響
、
曙
雲
叢
憲
　
簡
　
集
与
鉛

東
一
京　
ツ
紳照
橋岩波嚢随店

京三巴振
〇四六二二

（鰍

ｪ
譲
棚
梅
割
）
指
事
筆
朋
一
湧
鴫
刷
勲
（
講
濫
）

驚
異
研
究
第
二
百
七
十
五
號
定
典
型
四
拾
五
銭
郵
穐
傘
伊
義
五
麗


